
令和8年度　入試結果
総志願者数推移 総合格者数推移

年度
志願者（人） 234,245

令和8年度

200,687
令和6年度
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205,275
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※入試日程別の昨年度結果は、119ページ以降に詳しく記載しています。

全国最大３１都市で受験可能！
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大宮

福島

山形新潟

高崎

長野

盛岡

仙台

新幹線で、東日本の多くの都市から約2時間以内でアクセス可能！！日帰り受験もできます！

自宅から近い試験会場でリラックスして受験できます！

学科名称の変更

大宮会場新設で東日本からの受験しやすさ向上！（一般入試・前期（A日程））

食品安全工学科→　　食品・生命科学科
「食」をめぐる課題を自ら発見し解決できる人材を育成し、学問的、
人間的成長とキャリア形成を支援するカリキュラム

生命情報工学科→　　情報学科
最先端の生命科学に迫るための実践的な情報技術を身につける
カリキュラム

人間環境デザイン工学科→　　建築・人間工学科
建築士にもなれる、ハイテク技術者にもなれるカリキュラム

デザイン学科
3つの力で学びをデザインする

農学科
「農と食」「自然」「社会」から農学を追究する、
農学分野の中心的学科

感じとる力 世界を“感じとって”理解し、アイデアへと変換する力を育てる

かたちにする力 アイデアをかたちにし、体験として実現する力を育てる

つなぐ力 かたちにしたものを、人・地域・社会へ届ける力を育てる

※各都市から大宮までの最短所要時間の一例です（乗換時間は含みません）。

多くの都市から、
日帰り受験が可能に。
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推薦入試（一般公募） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般入試・前期(A日程) ○ ○ ○ 新
設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般入試・前期(B日程) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般入試・後期 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文芸学部

農学部

生物理工学部

新幹線
アクセス 上越新幹線 新潟

（74分）

高崎
（23分）

北陸新幹線 長野
（56分）

山形新幹線 山形
（122分）

東北・
北海道新幹線 福島

（58分）

仙台
（66分）

盛岡
（107分）

大
宮

文化デザイン学科→

農業生産科学科→



併願方式のポイント（医学部を除く）
併願方式には大きく2つのタイプがあり、合格のチャンスが拡大！

理工学部エネルギー物質学科では、数学Ⅲなしでも受験が可能に！（全日程）

スタンダード方式（スタンダード型）の入学検定料に+7,000円（1志願につき）を追加することで、合否判定を追加することができます。
併願イメージ　例：化学系統に興味がある場合（一般入試・前期（A日程））

選択科目に「数学①」を新たに追加。数学Ⅲを履修していない方も受験できるようになりました。
※ 数学①の出題範囲（全日程）：数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学A・数学B（数列）・数学C（ベクトル）
数学②の出題範囲
推薦入試（一般公募）：数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ（極限、微分法）・数学A・数学B（数列）・数学C（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）
一般入試：数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学A・数学B（数列）・数学C（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）
詳細は、21ページ以降の各入試日程の試験科目をご確認ください。

選択肢を増やす 1日で複数学部・学科の合否判定が可能！ 強みを活かす 得意科目があればさらに有効！
第一志望

理工学部　生命科学科 スタンダード方式
高得点科目重視方式

高得点科目重視方式

理科重視方式

高得点科目重視方式

共通テスト併用方式

共通テスト併用方式

共通テスト併用方式

共通テスト併用方式

学部内併願方式
（スタンダード方式）

他学部併願方式
（スタンダード方式）

他学部併願方式
（スタンダード方式）

第二志望
理工学部　理学科　化学コース

第四志望
農学部　応用生命化学科

第三志望
薬学部　創薬科学科

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定

合否判定
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法学部に英語外部試験利用方式を新設（一般入試・前期（A・B日程））
本学が指定する各種資格試験等のスコアを換算した得点とスタンダード方式の結果をあわせて判定します。（15ページ参照）
本方式を利用する場合でも、「外国語」を受験する必要があります。なお、3教科受験しないと欠席扱いとなります。

国語
100点

英語
100点

英語外部試験
100点

地歴 公民 数学
選択100点

合計
400点満点

近畿大学の入試情報はWEBでチェック

理工学部に数理重視方式を新設（推薦入試（一般公募））
数理重視方式・・・スタンダード方式の結果を利用して判定する併願方式です。「数学または理科」の得点を2倍に換算して合否判定します。

数学あるいは理科を活かせるチャンス英語
100点

2科目
300点満点200点

数学②（数学①・理科）※

看護学部に2科目判定方式を新設（一般入試・前期（A・B日程））
看護学部独自方式・・・「英語」と「国語」の2教科2科目で合否判定します。また、スタンダード方式の結果を利用して判定する併願方式としても出願可能です。

2科目のみで合格するチャンス英語
100点

2科目
200点満点

他学部と併願できるチャンスが拡大

※ 各教科・科目の出題範囲等の詳細は、21ページ以降の各入試日程の試験科目をご確認ください。

※ 各教科・科目の出題範囲等の詳細は、
21ページ以降の各入試日程の試験科目をご確認ください。

※ 各教科・科目の出題範囲等の詳細は、21ページ以降の各入試日程の試験科目をご確認ください。

経済学部他学部併願方式を導入し、
産業理工学部経営ビジネス学科を併願できるようになりました。

薬学部他学部併願方式に工学部が加わりました。

推薦入試（一般公募） 推薦入試（一般公募）

推薦入試（一般公募）
情報学部他学部併願方式に産業理工学部が加わりました。

理工学部他学部併願方式を導入し、産業理工学部を併願できるように
なりました。

経済学部 理工学部

一般入試・前期（B日程）情報学部　英・数・理型薬学部　創薬科学科
※試験科目で「数学」を選択する必要があります。

奨学金制度をチェック最新情報は入試情報サイトで

過去問題で問題傾向を確認入試攻略のポイントを詳しく解説

近大生のリアルな日常を紹介 近畿大学公式LINEを友だち追加

各学部の特色をチェック

国語
100点

https://kindai.jp/
https://kindai.jp/exam/admission-movie/
https://kindai-graffiti.kindai.ac.jp/
https://kindai.jp/academics/
https://kindai.jp/exam/expenses/
https://line.me/R/ti/p/%40kindai
https://kindai.jp/exam/past/


近畿大学の共通テスト利用方式の合格者数は増加傾向

共通テスト利用方式は、同一日程であれば5志願までは最大30,000円で出願可能！
共通テスト利用方式の検定料について
同一日程であれば
・ 2志願まで20,000円
・ 5志願まで30,000円
・  6志願以降はプラス7,000円
で出願可能です。
学部・学科・専攻・コースが指定する
教科・科目を受験していれば、いくつ
でも併願が可能です。

共通テスト利用方式では多科目型が充実！注1）短期大学部では共通テスト利用方式（全日程）1教科1科目型の出願が可能。
注2）医学部では共通テスト利用方式（全日程）の一次試験において、大学入学共通テストの結果で判定。

10年間で合格者が大幅に増加！

14,965名
共通テスト利用方式の合格者数

令和8年度
入 試

共通テスト利用方式（前期）のポイント

●大学入学共通テスト受験前に出願可能
●合格者数が最大規模
● 全学部で国公立大学志望者が出願しやすい5教科型（6教科型）を導入
（看護・医・短大を除く）

出願期間 ： 令和9年１月３日（日）～1月15日（金）
合格者数 ： 12,427名（令和8年度入試実績）

1志願 2志願
2志願まで20,000円

3志願 4志願 5志願
5志願までプラス10,000円

例：経済学部経済学科第一志望の場合（共通テスト利用方式（前期））
学部・学科 科目型

経済学部 経済学科
3教科3科目型
5教科7科目型

注）医学部を含む場合は2志願まで30,000円、以降1志願につき7,000円。

例：公務員志望の場合（共通テスト利用方式（前期））
学部・学科・専攻 科目型

法学部　法律学科 5教科7科目型
経済学部　経済学科 5教科7科目型
経済学部　総合経済政策学科 5教科7科目型
経営学部　会計学科 5教科7科目型
総合社会学部総合社会学科　環境・まちづくり系専攻 5教科7科目型
注）6志願以降1志願につき7,000円。複数の科目型や同系統の分野でまとめて出願可能！

後期
2教科 3教科 4教科 5教科
2科目型 3科目型 4科目型 5科目型 7科目型

法学部 ◯ ◯
経済学部 ◯
経営学部 ◯ ◯
理工学部 ◯
建築学部 ◯ ◯
薬学部 ◯ ◯
文芸学部 ◯
総合社会学部 ◯
国際学部 ◯
情報学部 ◯ ◯
農学部 ◯
生物理工学部 ◯
工学部 ◯
産業理工学部 ◯

共通テスト利用方式（後期）のポイント

● 大学入学共通テスト受験後に出願可能（自己採点可能）
●多くの学部では得意な２科目で合否判定
●複数の学部で国公立大学志望者が出願しやすい4教科型（5教科型）を導入
●情報学部では「情報」の得点が2倍の3教科3科目型導入

出願期間 ：  令和9年２月３日（水）～３月9日（火）
※医学部の出願期間は異なります。

合格者数 ： 258名（令和8年度入試実績） 国公立大学の受験後
でも出願可能！！

前期
1教科 2教科 3教科 4教科 5教科 6教科
1科目型 2科目型 3科目型 4科目型 4科目型 5科目型 7科目型 7科目型

看護学部 ◯
法学部 ◯ ◯
経済学部 ◯ ◯
経営学部 ◯ ◯
理工学部 ◯ ◯
建築学部 ◯ ◯
薬学部 ◯ ◯
文芸学部 ◯ ◯
総合社会学部 ◯ ◯
国際学部 ◯ ◯ ◯
情報学部 ◯ ◯
農学部 ◯ ◯ ◯
生物理工学部 ◯ ◯
工学部 ◯ ◯
産業理工学部 ◯ ◯

共通テスト利用方式（中期）のポイント

●大学入学共通テスト受験後に出願可能（自己採点可能）
●一般入試・前期（A日程）の合格発表後に出願可能（医を除く）
●複数の学部で国公立大学志望者が出願しやすい5教科型を導入
●情報学部では「情報」の得点が2倍の4教科4科目型導入
●工学部では2教科2科目型を新規導入

出願期間 ：  令和9年１月３日（日）～２月10日（水）
※医学部の出願期間は異なります。

合格者数 ： 2,280名（令和8年度入試実績） 

中期
2教科 3教科 4教科 5教科
2科目型 3科目型 5科目型 4科目型 5科目型 7科目型

看護学部 ◯
法学部 ◯ ◯
経済学部 ◯
経営学部 ◯ ◯
理工学部 ◯
建築学部 ◯ ◯
薬学部 ◯ ◯
文芸学部 ◯
総合社会学部 ◯ ◯
国際学部 ◯
情報学部 ◯ ◯
農学部 ◯
生物理工学部 ◯
工学部 ◯
産業理工学部 ◯ ◯

共通テスト利用方式の合格者数推移
10,011名

H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

0,011名

14,965名

R8
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経済的負担を軽減する支援制度を強化
特待生制度を拡充。入学試験の成績優秀者対象特待生を227名増員

看護学部　近畿大学病院看護師等修学資金貸与制度（条件により返還免除あり）

14

【特待生枠を拡充する学部】

【近畿大学病院看護師等修学資金貸与制度】

より多くの受験生の挑戦を応援するため、特待生枠を 227名拡充します。（詳細は 17ページをご確認ください。）

看護学部では、近畿大学病院看護師等修学資金貸与制度を導入しています。
卒業後、近畿大学病院・近畿大学奈良病院で指定された期間勤務することで返還が免除されます。
看護師としてのキャリアを見据えた支援制度です。

貸与選考に合格された場合、以下の内容で修学資金を貸与します。

コース 貸与額（年間） 総額 募集人員 返還免除条件

3年貸与コース 50万円 150万円 30名程度 3年間の勤務をすること

最終学年 1年
貸与コース 75万円 75万円 5名程度 1年間の勤務をすること

注1） 修学資金貸与制度については、令和 8年 6月現在の情報であり、変更になる場合があります。
注 2）卒業後に近畿大学病院・近畿大学奈良病院に採用されなかった場合、留年、休学又は退学となった場合などは貸与額を返還することになります。

【特待生制度についてはこちらから】

+227名増員

令和 8年度入試特待生枠
1,113 名

令和 9年度入試特待生枠
1,340 名

対象学部 令和 8年度入試特待生枠

法学部 80 名

経済学部 90 名

経営学部 90 名

理工学部 105 名

建築学部 27 名

薬学部 14 名

文芸学部 105 名

総合社会学部 90 名

国際学部 90 名

情報学部 45 名

農学部 73 名

生物理工学部 120 名

工学部 114 名

産業理工学部 70 名

令和 9年度入試特待生枠 増員数

94 名 +14 名
105 名 +15 名
105 名 +15 名
126 名 +21 名
31 名 +4 名
17 名 +3 名
125 名 +20 名
105 名 +15 名
105 名 +15 名
54 名 +9 名
91 名 +18 名
156 名 +36 名
144 名 +30 名
82 名 +12 名

https://kindai.jp/exam/expenses/scholarship/
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